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山田牧場ににぎわいを取り戻す方策等につい ていただいたご提案・ご意見をご紹介します山田牧場ににぎわいを取り戻す方策等につい ていただいたご提案・ご意見をご紹介します

　村内ににぎわいを取り戻し、地域の活性化を図る「にぎわいの場構想」に関して、広報たかやま２月号　村内ににぎわいを取り戻し、地域の活性化を図る「にぎわいの場構想」に関して、広報たかやま２月号
に掲載し、山田牧場での方策等の提案・意見を募集しました。に掲載し、山田牧場での方策等の提案・意見を募集しました。
　これまでに村内外の27名の皆さまから様々なご提案やご意見をいただきましたのでご紹介します。　これまでに村内外の27名の皆さまから様々なご提案やご意見をいただきましたのでご紹介します。

《提 案》《提 案》　にぎわいを取り戻す方策としていただいたご提案　にぎわいを取り戻す方策としていただいたご提案

◦自然や四季を楽しめるイベントを開催する（星◦自然や四季を楽しめるイベントを開催する（星
空観察会、雪まつり、音楽会、写真撮影会等）空観察会、雪まつり、音楽会、写真撮影会等）

◦リフトを使わないスキー場に変更する◦リフトを使わないスキー場に変更する

◦夏季及び冬季におけるモータースポーツの聖◦夏季及び冬季におけるモータースポーツの聖
地化を図る地化を図る

◦養蜂業者の参入を促す◦養蜂業者の参入を促す

◦ペット同伴可のキャンプ場を開設する◦ペット同伴可のキャンプ場を開設する

◦天体観測所やプラネタリウムを建設する◦天体観測所やプラネタリウムを建設する

◦夜間の常夜灯や建物の明かりを工夫し、星空◦夜間の常夜灯や建物の明かりを工夫し、星空
を満喫できるようにするを満喫できるようにする

◦山菜取り、バードウォッチング等のアクティ◦山菜取り、バードウォッチング等のアクティ
ビティを実施するビティを実施する

◦第１リフトを通年運行する◦第１リフトを通年運行する

◦第２牧場を天空の墓地と称した共同墓地に整◦第２牧場を天空の墓地と称した共同墓地に整
備する備する

◦ジップライン◦ジップライン（※１）（※１）、スケートボード場、ソ、スケートボード場、ソ
リコースを整備するリコースを整備する

◦ツリークライミング◦ツリークライミング（※２）（※２）、樹上キャンプの、樹上キャンプの
実施実施

◦野草園、散策コースの設置◦野草園、散策コースの設置

◦観光案内所＋カフェ＆ショップの設置◦観光案内所＋カフェ＆ショップの設置

◦ペット用の温浴施設、ドッグランの設置◦ペット用の温浴施設、ドッグランの設置

◦希少植物との共存が図れるように足湯をテラ◦希少植物との共存が図れるように足湯をテラ
ス形式にして植物の保護ス形式にして植物の保護

◦利用客を増やすための宣伝やイベント開催の◦利用客を増やすための宣伝やイベント開催の
支援支援

◦大規模な開発をせずに、木陰にベンチを置き◦大規模な開発をせずに、木陰にベンチを置き
憩いの場の整備憩いの場の整備

◦山田牧場までの県道等を整備する◦山田牧場までの県道等を整備する

◦笠岳を観光の目玉にする（登山道の整備及び◦笠岳を観光の目玉にする（登山道の整備及び
トイレの設置）トイレの設置）

（※１）ジップライン…木々の間に張られたワイヤーロープをプーリーと呼ばれる滑車を使って滑り降りる遊び
（※２）ツリークライミング…専用のロープや安全帯、安全保護具を利用して木に登り、自然との一体感を味わう遊び

山田牧場内 取得用地内

山田牧場外
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山田牧場ににぎわいを取り戻す方策等につい ていただいたご提案・ご意見をご紹介します山田牧場ににぎわいを取り戻す方策等につい ていただいたご提案・ご意見をご紹介します
《意 見》《意 見》　山田牧場でのにぎわいの場整備に関するご意見　山田牧場でのにぎわいの場整備に関するご意見

◦今ごろにぎわいを取り戻す方策等を募集するのは順◦今ごろにぎわいを取り戻す方策等を募集するのは順
番が違うのではないか番が違うのではないか

◦用地取得の際に、財政上有利となる「辺地債」を活◦用地取得の際に、財政上有利となる「辺地債」を活
用しなかった責任を負わないのか用しなかった責任を負わないのか

◦放牧事業は現在の頭数で維持していくのか、廃止す◦放牧事業は現在の頭数で維持していくのか、廃止す
べきであるべきである

◦他市のようにスキー場に村の財源をつぎ込むことに◦他市のようにスキー場に村の財源をつぎ込むことに
村民の理解が得られるのか村民の理解が得られるのか

◦足湯ではお客は来ないため、建設に関してアンケー◦足湯ではお客は来ないため、建設に関してアンケー
トを実施するべきだトを実施するべきだ

◦今までに建設してきた村有施設が有効活用されてい◦今までに建設してきた村有施設が有効活用されてい
ないない

◦施設の維持管理にお金をかけて欲しくない。毎年の◦施設の維持管理にお金をかけて欲しくない。毎年の
維持管理費を村民に提示して欲しい維持管理費を村民に提示して欲しい

◦貴重な植物を無くしてまで人工物を造る必要はない◦貴重な植物を無くしてまで人工物を造る必要はない

◦血税の無駄遣いを村民が負担することになる◦血税の無駄遣いを村民が負担することになる

◦足湯はいらない、静かな山田牧場であって欲しい◦足湯はいらない、静かな山田牧場であって欲しい

◦村内の幼児は安全安心な遊具のある村外の施設を利◦村内の幼児は安全安心な遊具のある村外の施設を利
用している状況で、にぎわいの場が整備されても用している状況で、にぎわいの場が整備されても
遊びに行くかは疑問である遊びに行くかは疑問である

◦学生との合同プロジェクトを開催し、地域おこしに◦学生との合同プロジェクトを開催し、地域おこしに
ついて検討するついて検討する

◦YAMABOKUワイルドスノーパークのコース、交◦YAMABOKUワイルドスノーパークのコース、交
通、サービスを向上し集客力を上げる通、サービスを向上し集客力を上げる

◦足湯を建設するのではなく、温泉を守るための補助◦足湯を建設するのではなく、温泉を守るための補助
金を出す金を出す

　皆さまからいただいたご提案等につきましては、事業規模の小さいものから大きなものや、また完成までにか
なりの時間を要するものがありました。また、ご意見に関しては、山田牧場に多額の村費を投入することに対す
るご意見や、完成後の維持管理費に対する心配等のご意見もありました。山田牧場におけるにぎわいの場の整備
に関して様々なご意見が寄せられる中で、山田牧場そのものを廃止すべきとのご意見は少なかったと捉えています。
　このようなことから、山田牧場が今後とも存続していくために、貴重な自然を活かしながら人間の営みと共存
していくことが必要ではないかと考えています。
　今後は、希少な植物に関する調査結果を踏まえつつ、にぎわいの場構想検討委員会や地元の山田牧場区の皆さ
ん等と話し合いを重ねていく予定です。今回寄せられましたご提案やご意見は、話し合いにおいて活かしていく
ことといたします。
　この度ご提案やご意見をいただきました皆さまに改めて御礼申しあげます。また、今後の進め方等につきまし
ては広報たかやまを通じて報告させていただきますので、皆さまのさらなるご理解とご協力をお願い申しあげます。

◆産業振興課商工観光係　☎２１４―９２９６

観　光
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災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

令
和
３
年
５
月
20
日
か
ら
避
難
情
報
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

消
防
・
防
災

　

甚
大
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
令
和
元
年
東
日
本

台
風
（
台
風
第
19
号
）
等
に
お
い
て
、「
避
難
勧
告
」

や
「
避
難
指
示
」
な
ど
行
政
か
ら
発
令
さ
れ
る
避

難
情
報
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
避
難

を
し
な
か
っ
た
方
や
避
難
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
、
あ
る
い
は
豪
雨
・
浸
水
時
の
屋

外
移
動
中
の
被
災
、
高
齢
者
等
の
被
災
が
多
く
発

生
し
ま
し
た
。

　

今
般
、
こ
れ
ら
の
事
案
に
対
応
す
る
た
め
、
災

害
対
策
基
本
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
警
戒
レ
ベ

ル
の
名
称
等
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

①
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
の
一
本
化

　

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
明
確
に
す
る
た
め
、

警
戒
レ
ベ
ル
４
の「
避
難
勧
告
」と「
避
難
指
示
」

が「
避
難
指
示
」に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。（「
避

難
勧
告
」
は
廃
止
）

②
緊
急
安
全
確
保
を
位
置
付
け

　

市
町
村
が
災
害
発
生
を
確
認
し
た
と
き
に
発

令
す
る
警
戒
レ
ベ
ル
５
「
災
害
発
生
情
報
」
に

つ
い
て
は
、
自
宅
や
近
隣
の
建
物
で
緊
急
的
に

安
全
確
保
す
る
よ
う
促
す
た
め
、
新
た
に
「
緊

急
安
全
確
保
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

③
高
齢
者
等
避
難
に
名
称
を
変
更

　

早
期
の
避
難
を
促
す
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に

す
る
た
め
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
「
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
」
が
「
高
齢
者
等
避
難
」
に

名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
高
齢
者
等
に
は
、
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
や
避
難
行
動
要
支
援
者
な
ど
、
避
難
に
時

間
を
要
す
る
人
が
含
ま
れ
ま
す
。

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
４
３
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村
で
は
、
平
成
20
年
度
の
高
山
村
景

観
条
例
の
制
定
に
あ
わ
せ
、「
高
山
村

ふ
る
さ
と
景
観
育
成
寄
附
金
」
の
募
集

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
景
観
育
成
寄
附
金
は
、

「
心
を
癒
す
高
山
村
の
風
景
を
一
緒
に

守
り
育
て
た
い
」
と
い
う
皆
さ
ま
の
思

い
を
形
に
す
る
た
め
、
国
の
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
活
用
し
、
村
の
景
観
育
成

事
業
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
皆
さ
ま
か

ら
ご
寄
附
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
10
月
か
ら
は
、
本

村
の
魅
力
を
広
く
全
国
に
発
信
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
返
礼
品
を
伴
う
ふ
る
さ
と

納
税
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

村
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
す
る

村
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
す
る

た
め
、

た
め
、
返
礼
品
の
提
供
を
お
願

返
礼
品
の
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
！

い
し
ま
す
！

　

村
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
の
皆

さ
ま
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
を
提
供
い
た
だ
く
と
、
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
に
返
礼
品
の
画
像
や

　

令
和
４
年
度
採
用
予
定
の
高
山
村
職

員
採
用
試
験
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

▼
試
験
区
分
及
び
採
用
人
員

　

上
級
（
保
健
師
）
…
若
干
名

▼
受
験
資
格

　

次
の
要
件
を
満
た
す
方

①
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
４

年
制
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方

②
保
健
師
免
許
を
有
す
る
方
（
令
和

４
年
春
ま
で
に
免
許
を
取
得
す
る

見
込
み
の
方
を
含
む
）

▼
受
付
期
間

　

６
月
15
日
㈫
～
８
月
２
日
㈪

▼
申
込
方
法

　

受
付
期
間
内
に
職
員
採
用
試
験
受

験
申
込
書
（
用
紙
は
役
場
総
務
課
備

え
付
け
、
ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
様
式
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
（
８

月
２
日
消
印
有
効
）
に
よ
り
、高
山
村

役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日
時
及
び
内
容
等

　

▽
第
一
次
試
験

　
　

９
月
19
日
㈰　

午
前
10
時
～

筆
記
試
験
（
教
養
・
専
門
・
事
務

適
性
・
職
場
適
応
性
）

　

▽
第
二
次
試
験（
第
一
次
試
験
合
格
者
）

　
　

別
途
日
時
等
を
通
知
し
ま
す
。

▼
試
験
会
場

　

高
山
村
役
場

▼
採
用
時
期

　

令
和
４
年
４
月
採
用
予
定

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
４
３

高
山
村
の
魅
力
発
信
の
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

令
和
４
年
度
採
用
予
定

高
山
村
職
員
募
集

説
明
文
を
は
じ
め
、
事
業
者
名
が
記
載

さ
れ
る
と
と
も
に
、
返
礼
品
の
発
送
時

に
営
業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
同
封
す

る
こ
と
も
で
き
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
の

販
路
の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。

▼
返
礼
品
の
条
件

◦
村
の
魅
力
の
発
信
や
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
が
な
る
も
の

◦
村
内
で
生
産
、
製
造
、
ま
た
は
加

工
等
が
さ
れ
た
も
の

◦
宿
泊
や
体
験
な
ど
が
で
き
る
も
の

　

多
く
の
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力

い
た
だ
く
こ
と
で
、
高
山
村
の
魅
力
を

も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
高
山
村
の
心
癒
す
風
景

を
守
り
育
て
、
全
国
へ
高
山
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
企
画
財
政
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
総
務
課
企
画
財
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
４
３

財　

政

行
財
政
運
営
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地
方
自
治
功
労　

山
嵜 

秀
治 

氏

旭
日
双
光
章　

受
章

叙　

勲

　

５
月
７
日
㈮
、
長
野
市
内
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
令
和
３
年
春
の
叙
勲
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
元
高
山
村
議
会
議
員
山

嵜
秀
治
氏
（
福
井
原
71
歳
）
が
永
年
に

わ
た
り
村
議
会
議
員
と
し
て
議
会
改
革

等
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
功
績
に
よ
り

旭
日
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
嵜
氏
は
、
昭
和
56
年
９
月
に
高
山

村
議
会
議
員
に
29
歳
で
当
選
さ
れ
て
以

来
、
平
成
28
年
10
月
ま
で
の
９
期
35
年

余
の
長
き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
議
会
改
革
特
別
委
員
長
と

し
て
、
議
員
定
数
及
び
人
件
費
の
削
減

を
図
る
ほ
か
、
議
会
の
活
性
化
に
向
け

て
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
質
問
や
答

「
住
所
地
外
接
種
」
に
つ
い
て

「
住
所
地
外
接
種
」
に
つ
い
て

▼
村
外
で
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

届
出
が
必
要
で
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

原
則
、
住
民
票
所
在
地
の
市
町
村
で

接
種
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
出
産
の
た
め
に
里
帰
り

し
て
い
る
妊
産
婦
、
単
身
赴
任
者
な

ど
、
村
外
に
長
期
間
滞
在
し
て
い
る

方
が
住
所
地
外
接
種
を
受
け
る
場
合

に
は
、
接
種
を
行
う
医
療
機
関
等
が

所
在
す
る
市
町
村
に
対
し
、
事
前
に

「
住
所
地
外
接
種
届
」
を
提
出
し
、「
住

所
地
外
接
種
届
出
済
証
」
の
交
付
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
入
院
・
入
所
、
基
礎
疾

患
を
持
つ
方
が
主
治
医
の
下
で
接
種

す
る
場
合
な
ど
は
、
住
所
地
外
接
種

届
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、手
続
き
は
接
種
券
が
お
手
元

に
届
い
て
か
ら
可
能
に
な
り
ま
す
。詳

細
に
つ
い
て
は
、接
種
券
と
あ
わ
せ
て

送
付
す
る
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

①
郵
送
申
請
…
「
住
所
地
外
接
種
届
」

を
記
入
し
、
接
種
券
の
写
し（
コ

ピ
ー
等
）及
び
返
信
用
封
筒
を
添
付

し
て
接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
等

所
在
地
の
市
町
村
に
郵
送
し
ま
す
。

②
窓
口
申
請
…
接
種
を
受
け
る
医
療

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
４
３

弁
が
で
き
る
よ
う
質
問
形
式
の
変
更
等

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
２
年
間

は
、
議
会
議
長
と
し
て
、
議
会
の
果
た

す
役
割
と
、
村
民
が
主
人
公
で
あ
る
こ

と
を
常
に
意
識
し
、
第
五
次
高
山
村
総

合
計
画
の
取
り
ま
と
め
に
ご
尽
力
い
た

だ
く
な
ど
議
会
運
営
は
も
と
よ
り
住
民

福
祉
の
向
上
、
地
域
の
振
興
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

機
関
等
所
在
地
の
市
町
村
の
窓
口

に
「
住
所
地
外
接
種
届
」
及
び
「
接

種
券
（
ま
た
は
接
種
券
の
写
し
）」

を
提
出
し
ま
す
。

③
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請
…
厚
生
労
働
省
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト（
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ナ

ビ
）で
、
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機

関
等
の
所
在
地
の
市
町
村
に
対
し
、

住
所
地
外
接
種
届
を
提
出
し
ま
す
。

▼
接
種
日
当
日
に
次
の
よ
う
な
方
は

　

接
種
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

◦
風
邪
症
状
が
あ
る
場
合

◦
発
熱
（
平
熱
よ
り
高
い
体
温
な
ど
）、

咳
、
だ
る
さ
な
ど
が
あ
る
場
合

◦
息
苦
し
さ
が
あ
る
場
合

◦
２
週
間
以
内
に
、
感
染
が
流
行
し

て
い
る
地
域
（
海
外
も
含
む
）
に

外
出
し
た
場
合

◦
２
週
間
以
内
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
患
者
や
そ
の
疑
い
の
あ
る

方
（
同
居
者
・
職
場
内
で
の
発
熱
含

む
）
と
の
接
触
歴
が
あ
る
場
合
な
ど

　

今
後
、
接
種
対
象
者
の
拡
大
に
よ
り
、

接
種
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、

接
種
日
程
が
大
幅
に
変
更
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
２

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
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間伐が必要な山林

間
伐
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

　
人
工
林
に
は
間
伐
が
必
要
で
す
！

山
林
の
地
籍
調
査
事
業

林　

務

林　

務

　

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
山

地
災
害
の
防
止
、
水
源
の
か
ん
養
や
自

然
環
境
の
保
全
な
ど
、
多
面
的
な
機
能

を
有
し
て
お
り
、
そ
の
役
割
は
、
私
た

ち
が
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で
極
め
て
重

要
で
す
が
、
森
林
が
こ
れ
ら
の
機
能
を

十
分
発
揮
す
る
に
は
、
間
伐
や
植
林
な

　

平
成
27
年
度
に
現
地
立
会
い
を
実
施

し
た
高
井
２
区
（
前
山
、
鬼
岩
）
に
つ

い
て
、
平
成
30
年
度
の
国
の
承
認
を
経

て
、
本
年
３
月
に
登
記
が
完
了
し
ま
し

た
。

「
森
林
づ
く
り
・
活
用
事
業
補
助
金
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

高
井
２
区
の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

ど
、
適
切
な
森
林
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
こ
で
、
村
で
は
、
私
有
林
の
間
伐

を
促
進
す
る
た
め
、
林
業
団
体
及
び
林

業
を
営
む
皆
さ
ん
に
、
間
伐
や
植
林
等

に
係
る
標
準
経
費
の
一
部
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

　

◦
森
林
組
合

　

◦
森
林
所
有
者
等
で
構
成
す
る
団
体

▼
対
象
面
積

　

０
・
05‌

ha
以
上

▼
補
助
対
象
経
費

　

間
伐
、
搬
出
間
伐
、
植
林
等

▼
補
助
率

　

◦
間
伐
…
…
…
…
…
…
９
／
10
以
内

　

◦
搬
出
間
伐
…
…
…
…
１
／
２
以
内

　

◦
植
林
等
…
…
…
…
…
８
／
10
以
内

　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
早
め
の
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

　

今
後
は
、
国
の
認
証
承
認
を
取
得
し

て
い
る
牧
２
区
、
奥
山
田
２
区
、
中
山

２
区
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
長
野
地
方

法
務
局
へ
の
登
記
が
で
き
る
よ
う
事
業

を
進
め
ま
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

令
和
３
年
度
の

保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

保
険
・
年
金

保
険
料
額
の
決
定
・
決
定
通
知

保
険
料
額
の
決
定
・
決
定
通
知

書
の
送
付

書
の
送
付

　

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

保
険
料
額
の
「
決
定
通
知
書
」
の
送

付
に
つ
い
て
は
、
今
後
普
通
徴
収
と
な

る
方
に
は
７
月
中
旬
に
「
納
入
通
知
書
」

と
と
も
に
、
特
別
徴
収
と
な
る
方
に
は

９
月
下
旬
に
「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」

と
と
も
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、
原
則
と
し

て
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
が
、
条
件
に

あ
て
は
ま
る
方
は
申
出
書
の
提
出
に
よ

り
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い
に
変
更
で

き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
村
民

生
活
課
生
活
環
境
係
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
普
通
徴
収
と
は

現
金
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る

納
入
方
法

※
現
金
納
付
の
方
の
う
ち
口
座
振
替

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
口
座
振
替

依
頼
書
を
村
民
生
活
課
生
活
環
境

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
別
徴
収
と
は

　

年
金
か
ら
差
し
引
く
方
法

※
10
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
に
な

る
方
は
、
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
で

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
し
い

新
し
い

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

８
月
１
日
か
ら

お
使
い
い
た
だ

く
新
し
い
保
険
証

（
黄
色
）
を
７
月

下
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
令
和
２
年
中

の
収
入
及
び
所
得

に
基
づ
い
た
医
療

費
の
自
己
負
担
割
合
（
３
割
ま
た
は
１

割
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
一
部
負
担
金
（
窓
口

医
療
費
の
一
部
負
担
金
（
窓
口

負
担
）
割
合

負
担
）
割
合

▼
負
担
割
合
が
３
割
に
な
る
方

村
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万
円

以
上
の
被
保
険
者
の
方
及
び
同
一
世

帯
の
被
保
険
者
の
方
（
現
役
並
み
所

得
者
）

▼
負
担
割
合
が
１
割
に
な
る
方

現
役
並
み
所
得
者
以
外
の
方
ま
た
は

村
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万
円

以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
①
か
ら
③

に
該
当
す
る
方
（
該
当
さ
れ
る
方
に

は
通
知
を
し
ま
す
）

①
被
保
険
者
が
２
人
以
上
い
る
世
帯

で
前
年
分
の
収
入
合
計
額
が
５
２

０
万
円
未
満

②
被
保
険
者
が
１
人
の
世
帯
で
前
年

分
の
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満

③
被
保
険
者
が
１
人
の
世
帯
で
前
年

分
の
収
入
額
が
３
８
３
万
円
以
上

か
つ
同
一
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳

の
方
を
含
め
た
前
年
分
の
収
入
合

計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証

額
認
定
証

　

入
院
ま
た
は
高
額
な
外
来
治
療
を
受

け
る
場
合
、
世
帯
の
所
得
等
に
よ
っ
て

自
己
負
担
限
度
額
や
入
院
時
の
食
事
代

負
担
額
が
異
な
り
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、

入
院
時
等
に
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
や
食
事
代
負
担
額
を
、
減
額
さ
れ
た

額
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で

の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
交
付
を
す
で
に
受
け
て
い

て
、
引
き
続
き
対
象
に
な
る
方
に
は
申

請
を
省
略
し
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
認

定
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
入
院
や
高
額
な
外
来
治
療
等

を
受
け
る
予
定
が
あ
る
方
で
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
事
前
に
交
付
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

　

役
場
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

◦
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
及
び
本
人
確
認
書
類

　

◦
印
鑑

▼
有
効
期
間

申
請
の
あ
っ
た
月
の
初
日
か
ら
令
和

４
年
７
月
31
日
ま
で

▼
対　

象

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

①
本
人
及
び
同
一
世
帯
の
全
員
が
村

民
税
非
課
税
の
方

②
「
現
役
並
み
所
得
者
」
で
課
税
標

準
額
が
１
４
５
万
円
か
ら
６
９
０

万
円
未
満
の
方

◆
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
７

令和３年８月１日より（黄色）

①に該当する方用②に該当する方用
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交
通
系
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
（
く
る
る
）

高
齢
者
の
皆
さ
ま
は
「
ふ
れ
あ
い
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
お
得
で
す
！

公
共
交
通

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
と
は

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
と
は

　

交
通
系
の
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
で
す
。

事
前
に
現
金
を
カ
ー
ド
に
チ
ャ
ー
ジ
す

る
こ
と
で
、
カ
ー
ド
１
枚
で
運
賃
の
精

算
が
完
了
し
ま
す
。
簡
単
で
便
利
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
カ
ー
ド
で
運

賃
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
と
、
利
用
額

に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
大
変

お
得
で
す
。

ふ
れ
あ
い
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は

ふ
れ
あ
い
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は

　

村
内
に
住
所
が
あ
る
70
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
を

通
常
の
大
人
運
賃
の
約
３
割
で
利
用
で

き
る
乗
車
証
（
Ｉ
Ｃ
機
能
付
き
カ
ー
ド
）

で
す
。

ふ
れ
あ
い
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ふ
れ
あ
い
パ
ス
ポ
ー
ト
を

利
用
で
き
る
路
線

利
用
で
き
る
路
線

◦
高
山
村
内
を
走
る
バ
ス

長
電
バ
ス
山
田
温
泉
線
、
ふ
れ
あ
い

号
及
び
高
井
中
山
乗
合
タ
ク
シ
ー

◦
長
野
市
内
を
走
る
バ
ス

ア
ル
ピ
コ
交
通
、
長
電
バ
ス
、
ぐ
る

り
ん
号
及
び
長
野
市
営
バ
ス
等

◦
飯
綱
町
内
を
走
る
バ
ス

　

長
電
バ
ス

◦
小
川
村
内
を
走
る
バ
ス

　

ア
ル
ピ
コ
交
通

※
須
坂
市
内
を
走
る
バ
ス
は
、Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
使
え
ま
す
が
通
常
運
賃
で
す
。

（
山
田
温
泉
線
を
除
く
。）

※
ふ
れ
あ
い
号（
奥
山
田
牧
線
・
牧
場
線
）

は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
使
え
ま
す
が
定

額
運
賃
（
大
人
１
０
０
円
）
で
す
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
使
い
方

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
使
い
方

▼
バ
ス
に
乗
る
時

乗
車
口
に
あ
る
カ
ー
ド
読
み
取
り
機

に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
軽
く
タ
ッ
チ
し
て

く
だ
さ
い
。
整
理
券
を
取
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
バ
ス
か
ら
降
り
る
時

運
転
席
側
の
運
賃
箱
に
あ
る
カ
ー
ド

読
み
取
り
機
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
軽
く

タ
ッ
チ
し
て
く
だ
さ
い
。
自
動
的
に

運
賃
が
精
算
さ
れ
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
パ
ス
ポ
ー
ト
の

ふ
れ
あ
い
パ
ス
ポ
ー
ト
の

申
し
込
み
に
つ
い
て

申
し
込
み
に
つ
い
て

　

ふ
れ
あ
い
パ
ス
ポ
ー
ト
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
内
村
民
生
活
課
福
祉
係
の
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ふ
れ
あ
い
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発

行
に
は
、
チ
ャ
ー
ジ
金
の
他
に
手
数
料

と
し
て
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

◆
村
民
生
活
課
福
祉
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
１

高井中山乗合タクシー
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経営所得安定対策の手続きをお忘れなく！

農　業

　国では、担い手農家の経営安定のため、諸外国との生産条件の格差から生ずる不利を補正する交付金（ゲタ対策）
と、農業者の拠出を前提とした農業経営のセーフティネット施策（ナラシ対策）を実施しています。
　また、食料自給率・自給力の維持向上を図るため、戦略作物に対して水田活用の直接支払交付金を実施しています。
この制度を活用するために必要となる申請書類は、６月30日㈬が提出期限となっていますので、手続きを済ま
されていない方は期限までの提出をお願いします。

経営所得安定対策の主な対象事業経営所得安定対策の主な対象事業
　
米価等が下落した際に収入を補てんする助成米価等が下落した際に収入を補てんする助成
▶米・畑作物の収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）
　対 象 者　認定農業者、集落営農、認定新規就農者
　対象品目　米、麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ
　補てん額　対象品目の当年産収入額が標準的収入額を下回った場合に、その

差額の９割を補てん（申請者は積立金の拠出が必要となります）

諸外国と比べ生産条件に不利がある国産農産物に対する助成諸外国と比べ生産条件に不利がある国産農産物に対する助成
▶畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）
　対 象 者　認定農業者、集落営農、認定新規就農者
　対象品目　そば、麦、大豆、てん菜、でん粉原料用ばれいしょ、なたね
　交付単価　①数量払　品質ごとに単価が定められ、出荷数量に応じて助成
　　　　　　　　　　　（例：そばの場合　１等級 13,800 円／ 45㎏、２等級 11,690 円／ 45㎏）
　　　　　　②面積払（営農継続支払）（数量払の内金として先払いするもの）
　　　　　　　　　　　当年産作付面積に基づき交付…20,000 円／ 10a（そばについては、13,000 円／ 10a）

水田をフル活用し、食料自給率・自給力の向上を図る農家等への助成水田をフル活用し、食料自給率・自給力の向上を図る農家等への助成
▶水田活用の直接支払交付金
　対 象 者　水田で販売を目的に対象作物を生産する販売農家、集落営農
　対象作物　麦、大豆、飼料作物、加工用米、飼料用米、米粉用米、そば　等
　交付単価　①戦略作物助成　水田に戦略作物を作付け、要件を満たす販売農家等に助成
　　　　　　　　　　　　　　麦、大豆、飼料作物…35,000 円／ 10a
　　　　　　　　　　　　　　加工用米………………20,000 円／ 10a
　　　　　　　　　　　　　　飼料用米、米粉用米…55,000 円～ 105,000 円／ 10a
　　　　　　②産地交付金　　そば作付への助成……20,000 円／ 10a（基幹作のみ）

その他、アスパラガス、シャクヤク、小菊等への助成金額は農業再生協議会にお
いて設定中

◆産業振興課農政係　☎２１４―９２６８　　◆ JAながの高山アグリサポートセンター　☎２４５―００４５
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例
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
山
林

内
で
の
餌
が
不
足
す
る
た
め
、
ク
マ
が

人
里
に
頻
繁
に
姿
を
現
し
ま
す
。

▼
ク
マ
の
生
態
に
つ
い
て

　
『
行
動
圏
』

　

単
独
で
行
動
し
、「
な
わ
ば
り
」

を
持
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
30
～
１

１
０
㎞
の
範
囲
で
移
動
し
ま
す
。

　
『
か
ら
だ
』

　

体
が
柔
ら
か
く
30
㎝
四
方
の
穴

を
く
ぐ
り
抜
け
ま
す
。

　

嗅
覚
・
聴
覚
が
鋭
く
、
と
て
も

臆
病
で
す
。

　
『
食
べ
物
』

　

雑
食
性
で
、
一
度
農
作
物
や
廃

果
等
の
味
を
覚
え
る
と
、
何
度
も

同
じ
園
地
に
現
れ
、
農
作
物
を
荒

ら
す
と
と
も
に
、
人
に
危
害
を
加

え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

有
害
鳥
獣

ク
マ
の
出
没
・
被
害
を
防
ぐ
た

ク
マ
の
出
没
・
被
害
を
防
ぐ
た

め
の
注
意
事
項

め
の
注
意
事
項

▼
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

　

山
林
に
入
る
場
合
や
山
林
近
く
で

農
作
業
を
す
る
場
合
は
、
ク
マ
と
遭

遇
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
の
音
の
出
る

も
の
を
携
帯
し
、
周
囲
に
自
分
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

▼
出
没
し
や
す
い
時
間
帯

　

ク
マ
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し

ま
す
が
、
特
に
、
朝
夕
の
薄
暗
い
時

間
帯
に
盛
ん
に
活
動
し
ま
す
。

　

ク
マ
の
生
活
領
域
と
考
え
ら
れ
る

場
所
へ
行
く
場
合
は
、
朝
夕
は
特
に

警
戒
す
る
と
と
も
に
、
昼
間
で
も
ク

マ
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
農
地
の
適
正
な
管
理

　

ク
マ
は
、
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う

に
行
動
す
る
習
性
が
あ
り
、
荒
れ
て

ヤ
ブ
に
な
っ
て
い
る
場
所
を
通
り
、

餌
を
求
め
て
移
動
し
ま
す
。

　

民
家
や
集
落
近
く
に
荒
れ
て
い
る

農
地
が
あ
る
と
、
ク
マ
が
出
没
す
る

危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
草
刈

り
を
行
う
な
ど
適
切
に
農
地
を
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

▼
出
没
し
に
く
い
環
境
づ
く
り

　

農
地
内
で
の
廃
果
の
投
棄
や
生
ゴ

ミ
の
た
い
肥
化
は
誘
因
源
と
な
る
の

で
、
畑
や
人
家
に
有
害
獣
を
近
づ
け

な
い
よ
う
、
廃
果
や
生
ゴ
ミ
は
放
置

せ
ず
、
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
電
柵
の
維
持
管
理
は
有
害

獣
を
住
宅
地
に
寄
せ
付
け
な
い
、
出

没
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

大
変
効
果
が
あ
り
ま
す
。
各
区
及
び

電
柵
維
持
管
理
組
合
の
皆
さ
ま
に
は
、

電
柵
周
辺
の
除
草
、
支
障
木
の
除
去
、

通
電
点
検
等
に
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
願
い

　

ク
マ
の
目
撃
や
出
没
形
跡
等
の
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
産
業
振

興
課
ま
で
次
の
事
項
を
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

目
撃
し
た
場
合

連
絡
者
の
氏
名
・
連
絡
先
・
日
時
・

目
撃
場
所
・
ク
マ
の
大
き
さ
・
ク

マ
の
移
動
先

　

出
没
形
跡
を
発
見
し
た
場
合

連
絡
者
の
氏
名
・
連
絡
先
・
日
時
・

ク
マ
の
形
跡
場
所
・
被
害
状
況
（
農

作
物
等
被
害
が
あ
る
場
合
）

電気柵によって住宅地に侵入できないクマの様子（沖渡橋付近）

養豚場付近に出没したクマの様子（駒場地区）

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８



122021.6 .15 広報

本
年
も
お
得
な

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
し
ま
す

７
月
18
日
㈰
か
ら
販
売

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

～
長
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
のご

案
内
～

商
工
業

消
費
者

　

高
山
村
商
工
会
で
は
、
村
と
連
携
し

て
村
内
の
消
費
拡
大
や
消
費
喚
起
を
目

的
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
と
し
て
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

が
つ
い
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」

を
発
売
し
ま
す
。

　

村
内
商
店
で
の
日
常
生
活
用
品
の
お

買
い
物
や
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
土
木
・ 

設
備
改
修
、
家
電
購
入
、
車
整
備
、
理

美
容
、
家
族
で
の
食
事
や
温
泉
宿
泊
で

の
ご
利
用
な
ど
で
幅
広
く
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

今
後
、
新
聞
広
告
の
折
込
チ
ラ
シ
や

広
報
た
か
や
ま
等
に
よ
り
本
事
業
の
詳

細
を
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
販
売
総
額

　

９
，
０
０
０
万
円

▼
利
用
総
額

　

１
億
８
０
０
万
円

▼
販
売
及
び
利
用
開
始

　

７
月
18
日
㈰

▼
販
売
場
所

高
山
村
商
工
会
館
、
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
、
ス
パ
イ
ン
を
予
定

　

長
野
市
と
の
連
携
協
定
に
よ
り
、
村

民
の
皆
さ
ま
は「
長
野
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」を
利
用
し
て
、
消
費
生
活
、
法
律
、

税
務
、
登
記
及
び
公
証
な
ど
、
専
門
分

野
に
関
す
る
相
談
が
無
料
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
悪
質
商
法
の
被
害
、
契
約
ト

ラ
ブ
ル
及
び
多
重
債
務
な
ど
の
相
談
に

応
じ
、
問
題
解
決
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
専
門
機
関
の
紹
介
及
び
事
業
者
と

の
仲
介
（
あ
っ
せ
ん
）
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
情
報
社
会
の
高
度
化
や
少
子

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
消
費
者
を

取
り
巻
く
環
境
は
著
し
く
変
化
し
、
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
消
費
生
活
に

お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ
う
十

分
注
意
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

万
が
一
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
れ

た
場
合
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
「
長

野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
利
用
期
限

　

１
月
17
日
㈪
ま
で
の
６
か
月
間

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
等
の
影
響
で
本
事
業
の
詳
細

に
つ
い
て
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

◆
高
山
村
商
工
会
事
務
局

　

☎
２
４
８
―
０
５
８
２

▼
利
用
時
間

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
電
話
の
場
合
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
）

※
法
律
、
税
務
、
登
記
及
び
公
証
な

ど
専
門
分
野
の
相
談
は
予
約
が
必

要
で
す
（
登
記
相
談
の
直
接
面
談

は
、
８
月
ま
で
お
休
み
で
す
）。

▼
場　

所

長
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
４
階
）

長
野
市
大
字
南
長
野
新
田
町

１
４
８
５
―
１

☎
２
２
４
―
５
７
７
７

　

詳
し
く
は
、
長
野
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
７

村内の商
店等で消費を拡大しましょう

♨︎
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農
地
の
管
理
で
お
困
り
の
場
合
は

農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

住
宅
耐
震
診
断
・
住
宅
耐
震
補
強
工
事
の

補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

農　

業

消
防
・
防
災

　

近
年
、
様
々
な
理
由
か
ら
耕

作
が
困
難
と
な
り
、
農
地
が
荒

れ
て
、
近
隣
の
農
地
へ
悪
影
響

を
及
ぼ
し
た
り
、
農
山
村
の
原

風
景
を
損
ね
る
事
案
等
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
業
委
員
会
及
び

村
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生

を
防
止
す
る
た
め
、
農
地
の
所

有
者
か
ら
の
貸
し
出
し
ま
た
は

売
却
希
望
の
情
報
を
集
約
し
、

新
規
就
農
者
や
経
営
規
模
の
拡

大
を
目
指
す
農
業
者
な
ど
の
担

い
手
に
対
し
て
農
地
の
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
所
有
者
で
規
模
縮
小

や
耕
作
を
や
め
る
こ
と
を
お
考

え
の
方
は
、
果
樹
の
伐
採
な
ど

更
地
に
す
る
前
に
、
農
業
委
員

会
ま
た
は
農
政
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
地
を
貸
し
出
す
際
に
農
地

中
間
管
理
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く

と
、
長
野
県
農
地
中
間
管
理
機
構
（
長

野
県
農
業
開
発
公
社
）
が
利
用
料
の
徴

収
等
を
代
行
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

農
地
の
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
大
き
な
地
震
が

発
生
し
、
家
屋
の
倒
壊
等
に
よ
る
被
害

が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
で
は
、

「
住
宅
や
建
築
物
の
耐
震
化
は
急
務
で

あ
る
」
と
し
て
、
住
宅
等
の
耐
震
化
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
耐
震
化
事
業
の
対
象
と
な
る
住

宅
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
建
築
以
前

の
木
造
住
宅
で
、
地
震
に
対
す
る
建
築

物
の
構
造
に
関
す
る
安
全
性
の
評
価
を

判
定
す
る
精
密
耐
震
診
断
（
村
が
無
料

で
実
施
）
の
結
果
が
「
倒
壊
す
る
危
険

が
あ
る
」（
別
表
）
と
診
断
さ
れ
る
総

合
評
点
1.0
未
満
の
住
宅
で
す
。

　

村
で
は
、
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
る
と

さ
れ
た
木
造
住
宅
の
補
強
計
画
の
作
成

や
補
強
工
事
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
制
度
を

ご
活
用
い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
早
期

に
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　
（
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円
）

▼
補
助
対
象
と
な
る
耐
震
改
修
工
事

　

耐
震
改
修
工
事
後
の
総
合
評
点
が

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

◆
産
業
振
興
課
農
政
係 

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
８

◆
（
公
財
）
長
野
県
農
業
開
発
公
社

　

長
野
事
業
所

　

☎
２
３
３
︱
５
１
５
１

　
（
内
線
２
１
８
０
）

耕作がされずに荒れてしまった農地
こうなる前に相談してください

◆
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
７

改
修
前
の
総
合
評
点
を
超
え
、
か
つ

0.7
以
上
と
な
る
工
事

　

今
後
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修

工
事
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
国
及
び

県
の
補
助
枠
が
あ
り
、
事
前
認
定
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

精密耐震診断　総合評点 判　　　定

0.7 未満 倒壊、または損壊などの
危険があります

0.7 以上 1.0 未満 やや危険があります

1.0 以上 1.5 未満 一応安全です

1.5 以上 安全です

精密耐震診断の総合評点と判定の関係
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熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト

結
核
検
診
の
お
知
ら
せ

健　

康

健　

康

▼
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

◦
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
等
、
部
屋

の
温
度
調
節
を
す
る

◦
感
染
症
予
防
の
た
め
、
換
気
扇
や

窓
開
放
に
よ
っ
て
換
気
を
確
保
し

つ
つ
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
を

こ
ま
め
に
調
整
す
る

◦
暑
い
日
や
時
間
帯
は
無
理
を
し
な
い

◦
涼
し
い
服
装
に
す
る

◦
急
に
暑
く
な
っ
た
日
等
は
特
に
注

意
す
る

▼
適
宜
マ
ス
ク
を
は
ず
し
ま
し
ょ
う

◦
気
温
・
湿
度
の
高
い
中
で
の
マ
ス

ク
着
用
に
は
注
意
す
る

◦
屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離
（
２

メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
確
保
で
き
る

場
合
は
マ
ス
ク
を
は
ず
す

◦
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
時
は

負
荷
の
か
か
る
作
業
や
運
動
を
避

け
、
周
囲
の
人
と
の
距
離
を
十
分

に
取
っ
た
う
え
で
、
適
宜
マ
ス
ク

を
は
ず
し
て
休
憩
を
と
る

▼
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う

◦
１
日
あ
た
り
1.2
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
、

の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
す
る

▼
実
施
日
時

　

６
月
30
日
㈬
・
７
月
１
日
㈭
・

　

７
月
２
日
㈮
の
３
日
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
実
施
場
所

各
地
区
の
公
会
堂
な
ど
村
内
を
巡
回

し
て
実
施
し
ま
す

▼
対
象
者

　

本
年
度
65
歳
以
上
に
な
る
方
で
、

今
年
２
月
の
検
診
希
望
調
査
で
村
の

検
診
を
受
け
る
と
希
望
さ
れ
た
方
が

対
象
で
す
。

　

な
お
、
今
年
４
月
に
実
施
し
た
肺

が
ん
検
診
を
受
け
た
方
、
人
間
ド
ッ

ク
受
診
予
定
の
方
、
個
別
に
医
療
機

関
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
ら
れ
た
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
６
月
上
旬

に
通
知
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
記
載

さ
れ
て
い
る
日
時
・
場
所
で
必
ず
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

感
染
防
止
の
３
つ
の
基
本
で
あ
る
①
身
体
的
距
離
の
確
保
、
②
マ
ス
ク
の
着
用
、

③
手
洗
い
や
「
３
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）」
を
避
け
な
が
ら
熱
中
症
予
防

65
歳
以
上
の
方
は
、
１
年
に
１
回
は
結
核
検
診
を
受
け
る
よ
う
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

◦
大
量
に
汗
を
か
い
た
時
は
塩
分
も

忘
れ
ず
に
補
給
す
る

▼
日
頃
か
ら
体
調
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

◦
日
頃
か
ら
体
温
測
定
、健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う

◦
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
時
は
、
無

理
せ
ず
自
宅
で
静
養
す
る

▼
暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

◦
暑
く
な
り
始
め
の
時
期
か
ら
適
度

に
運
動
す
る

◦
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
、
無
理
の

な
い
範
囲
で
行
う

◦
「
や
や
暑
い
環
境
」
で
「
や
や
き

つ
い
」
と
感
じ
る
中
で
毎
日
30
分

程
度
の
運
動
が
適
当
で
す

　

高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
の
方

は
、
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
の
で
十

分
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
３
密
（
密

集
・
密
接
・
密
閉
）
を
避
け
つ
つ
、
周

囲
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
声
か
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
２

▼
自
己
負
担
額

　

無
料

▼
内　

容

　

胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影

　

検
診
受
診
後
、
精
密
検
査
が
必
要
に

な
る
方
に
は
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
２
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学校だより学校だより

５月の高山分署の出動状況（５月１日～５月 31 日）

火　災 0     （3）
高山村内の火災　0 件（1）
損害額　0 千円（210 千円）
死者　0 人（0）
負傷　0 人（0）

調　査 0     （4）

救　急 21 （136）

救　助 0     （0）

※（　）内は、令和３年 1 月 1 日からの累計です。

田植え体験田植え体験
５年　牧　向日葵
　山口さんの田んぼで田植えをやらせていただきま
した。いざやったら、なかなかうまくいきませんで
した。でも、だんだんやっていくうちに上手くなり
ました。その後、川で足を洗いました。気持ちよかっ
たです。９月には、いねかりがあるので楽しみです。

５年　宮﨑　七碧
　今日は田植えをしました。最初、入ったとき、とっ
ても冷たくて、気持ちよかったです。よし、やろう！
と思って、かんたん
でしょと思ってたけ
ど、けっこうむずか
しかったです。むか
しの人はこんな大変
なことをしていたん
だなぁと思いました。

５年　藤澤　篤輝
　今日、山口さんの田んぼで田植えをしました。入
る時に浅いと思っていました。でも入ると意外に深
いと思いました。現代は機械があるけど、昔の人は
手でやっていると言うことはすごく難しくて昔の人
はすごいと思いました。もっとお米のことを知りた
いです。

５年　戸谷　蓮
　田んぼに入ったとき、水があまり冷たくなかった
のでびっくりしました。いねを植えたときうまくさ
さらなくてむずかしかったです。昔の人はあんな大
変なことができるなんてすごいと思いました。今年
最初の田植えなのでとても楽しかったです。山口さ
んありがとうございました。

〈お問い合わせ〉
◆消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）
　☎２４５―１１１９
◆お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ
　☎２４８―０１１９

消防署の救急講習会について消防署の救急講習会について
【応急手当普及員講習】
▶日　時　９月４日㈯・11 日㈯・12 日㈰
　　　　　　午前８時 30 分～午後５時 30 分
　　　　　３日間全ての時間の受講が必要です。
▶場　所　須坂市消防本部
▶内　容　所属する団体や事業所などで、救命講習

を指導できる資格です。
▶定　員　６名
▶受講料　無料（ただし、テキスト代 3,740 円（税込）

は受講者負担）
▶申込期間　７月 15 日㈭～８月 20 日㈮
▶申込方法　電話または消防署窓口でお申し込みく

ださい。
※受付時間は午前９時～午後５時（土・
日曜日、祝日を除く）です。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、受講
者は須高地域在住の方、または須高地域の事業所に
勤務を有する方とします。
　なお、受講日前２週間は、国や県が示す新型コロナ
ウイルス感染症対策の徹底をお願いします。
　講習会を中止する場合は、須坂市消防本部ホーム
ページにてお知らせします。

▶申込・問合せ
　消防署消防係　☎２４５―９１００

消 防 情 報
高山小学校

286
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●お知らせ

役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

警
察
官
募
集
の
お
知
ら
せ

６
月
は
児
童
手
当
の

現
況
届
提
出
月
で
す

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

「
大
麻
草
」、「
け
し
」の

不
正
栽
培
に
注
意
！

児
童
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

　

現
況
届
は
、
手
当
を
受
け
る
方
の
６

月
１
日
時
点
の
児
童
の
養
育
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
手

当
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
６
月

分
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
書
類
は
、
６
月
中
旬
ま
で

に
該
当
す
る
方
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
な
書
類
を
添
付
し
、
６
月
30
日
㈬

ま
で
に
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係
へ
提

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

長
野
県
警
察
官
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

試
験
区
分

　

警
察
官（
大
卒
以
外
）

　

令
和
４
年
４
月
採
用

受
験
資
格

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

　

ゴ
ミ
な
ど
を
家
庭
で
焼
却
し
て
い
る

光
景
が
、
い
ま
だ
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ
を
定
め
ら
れ
た

方
法
以
外
で
焼
却
す
る
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、
指
定
さ
れ

た
方
法
に
よ
り
分
別
し
、
村
の
指
定
場

所
に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
抑

制
し
、
美
し
い
景
観
や
地
域
の
良
好
な

環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

大
麻
は
、
幻
覚
を
引
き
起
こ
す
成
分

を
含
ん
で
い
る
た
め
、「
大
麻
取
締
法
」

に
よ
り
栽
培
や
所
持
等
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
麻
草
の
特
徴

◦
草
全
体
に
独
特
の
青
く
さ
み
が
あ
る
。

◦
茎
は
、
太
く
緑
色
で
、
浅
い
ス
ジ
が

役

役

役

役

８
月
７
日
㈯
開
催
予
定
の

　
「
信
州
高
山
ま
つ
り
」
を

中
止
し
ま
す

　

８
月
７
日
㈯
に
開
催
を
予
定
し
て
い

た
「
第
35
回
信
州
高
山
ま
つ
り
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
防

止
の
た
め
、
実
行
委
員
会
で
中
止
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

信
州
高
山
ま
つ
り
の
中
止
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
２
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

信
州
高
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
）

通
っ
て
お
り
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
っ
て

い
る
。

◦
成
長
が
早
く
、
大
き
い
も
の
は
草
丈

が
３
ｍ
に
も
な
る
が
、
種
子
を
つ
け

た
後
は
枯
れ
て
し
ま
う
。

◦
葉
は
、３
～
９
枚
の
小
葉
が
集
ま
っ
て
、

手
の
ひ
ら
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。

　

け
し
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
色
鮮

や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、

麻
薬
の
原
料
と
な
る
た
め
、「
あ
へ
ん

法
」、「
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
」

に
よ
り
、
栽
培
や
所
持
等
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
種
類
が
あ
り
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」
の
特
徴

◦
茎
は
、
太
く
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

草
丈
は
１
ｍ
以
上
に
な
る
。

◦
葉
や
茎
な
ど
の
外
観
は
、
キ
ャ
ベ
ツ

の
葉
の
よ
う
な
白
味
を
帯
び
た
緑
色

を
し
て
い
る
。

◦
葉
、
茎
、
つ
ぼ
み
の
表
面
に
は
、
ほ

と
ん
ど
毛
が
な
い
。　

◦
葉
は
、
茎
を
巻
き
込
む
よ
う
に
つ
い

て
い
る
。

植
え
て
よ
い
「
け
し
」
の
特
徴

◦
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
に
比
べ
、

弱
々
し
く
可
憐
な
感
じ
で
、
草
丈
は

50
～
80
㎝
程
度

◦
葉
、
茎
、
つ
ぼ
み
の
表
面
に
粗
毛
が

生
え
て
い
る
。

◦
葉
は
、緑
色
で
、深
く
切
れ
込
ん
で
い
る
。

　

大
麻
草
や
不
正
な
け
し
を
見
か
け
た

ら
、
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
（
☎
２
２
３

︱
２
１
３
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

問
た
だ
し
、
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
方
を
除
く
。

募
集
期
間

　

７
月
２
日
㈮
～
８
月
10
日
㈫

第
１
次
試
験
日

　

９
月
19
日
㈰

　

須
坂
警
察
署
総
務
課

　

☎
２
４
６
︱
０
１
１
０
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●お知らせ

「
松
川
苑
」展
示
用
の
絵
画
募
集

海
の
家
開
設
を
中
止
し
ま
す

サ
マ
ー
ラ
ン
ド

７
月
17
日
㈯
か
ら
営
業
開
始

令
和
２
年
度
の
成
人
式
を

来
年
１
月
に
開
催
し
ま
す

一
茶
ゆ
か
り
の
里
フ
ェ
ス
タ
を

中
止
し
ま
す

第
38
回

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
防
止
の
た
め
、
延
期
と
な
っ
て
い
る

成
人
式
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

令
和
４
年
１
月
８
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
受
付

会　

場　

高
山
村
公
民
館

対
象
者

◦
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◦
平
成
27
年
度
高
山
中
学
校
を
卒
業

さ
れ
た
方

内　

容　

午
前
10
時
30
分
か
ら
式
典

　
　
　
　

式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
開
催
時
間
を
短
縮
し
て

行
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　

須
高
行
政
事
務
組
合
で
は
、
火
葬
場

「
松
川
苑
」
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
絵

画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

絵
画
は
、
故
人
と
の
最
後
の
お
別
れ

の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
、
悲
し
み
を
癒
し
、

心
安
ら
ぐ
場
と
し
て
ホ
ー
ル
及
び
廊
下

に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
、
無

償
で
の
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

須
高
行
政
事
務
組
合

　

☎
２
４
５
︱
１
１
７
３

　

未
来
を
つ
く
る
青
少
年
が
、
社
会
に

お
け
る
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

豊
か
な
社
会
性
と
優
れ
た
創
造
性
を
培

い
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
て

い
く
こ
と
は
村
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

役

役

役

問 問問

問

展示場所

　

そ
こ
で
村
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、「
高
山

村
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
防
止
の
た
め
、
講
演
の
み

と
し
、
参
加
者
を
各
地
区
青
少
年
育
成

会
長
及
び
小
中
学
校
関
係
者
に
限
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
講
演
は
後
日
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
村
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
し
ま
す
。

期　

日　

７
月
10
日
㈯

場　

所　

高
山
村
公
民
館
講
堂

講　

演

　

演
題　
「（
仮
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

被
害
の
実
態
」

　

講
師　

南
澤　

信
之 

さ
ん

　

教
育
委
員
会
人
権
推
進
係

　

一
茶
ゆ
か
り
の
里
で
は
、
７
月
18
日

㈰
に
第
19
回
一
茶
ゆ
か
り
の
里
フ
ェ
ス

タ
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
防

止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
茶
ゆ
か
り
の
里
一
茶
館

　

☎
２
４
８
︱
１
３
８
９

　

例
年
、
夏
の
思
い
出
づ
く
り
の
た
め
、

｢

高
山
村
海
の
家｣
を
新
潟
県
谷
浜
海
岸

に
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

　

須
坂
市
の
須
坂
温
泉
入
口
に
あ
り
ま

す
「
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
」
が
、
７
月
17
日

㈯
か
ら
今
年
度
の
営
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

オ
ー
プ
ン
期
間

　

昼
間　

７
月
17
日
㈯
～
８
月
22
日
㈰
、

　
　
　
　

28
日
㈯
、
29
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
昨
年
同
様
、
本
年
も
中
止
し
ま
す
。

　

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ま
に
は
、

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　

夜
間　

７
月
22
日
㈭
～
８
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時

入
場
料　

　

昼
間　

一
般
５
０
０
円

３
歳
～
中
学
生
及
び
60
歳
以

上
３
０
０
円

　

夜
間　

一
律
３
０
０
円

　

須
高
行
政
事
務
組
合

　

☎
２
４
５
︱
１
１
７
３

　

サ
マ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
ー
プ
ン
中
の
み
）

　

☎
２
４
６
︱
０
１
５
５
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あ
っ　

お
と
な

り
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん 

こ
ん

に
ち
は
♫

何
し
て
る

の
？

草
と
り
よ

雑
草
が
こ
れ

以
上
元
気
に

な
っ
て
も
困

る
か
ら
ね
ぇ

あ
ら
で
も
…

タ
カ
ち
ゃ
ん
が

そ
う
言
う
な
ら
…

だ
い
じ
ょ
ぶ
だ
ヨ

草
だ
っ
て
暑
さ
で

グ
ッ
タ
リ
し
ち
ゃ

う
と
思
う
よ

あ
ら
ぁ

タ
カ
ち
ゃ
ん

い
つ
も
元
気
ね
ぇ

こ
ん
に
ち
は

115
　

今
回
は
４
月
よ
り
高
山
中
学
校

に
着
任
さ
れ
ま
し
た
新
津
朋
典
校

長
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
、
前
任
校
の
須
坂
市

立
常
盤
中
学
校
か
ら
高
山
中
学
校

の
校
長
先
生
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し

た
。今
ま
で
須
坂
市
内
の
小
中
学
校

で
の
勤
務
経
験
が
多
く
、
安
曇
野
市

や
飯
山
市
、
松
本
市
で
も
勤
務
さ
れ

て
い
ま
す
。高
山
村
で
の
勤
務
は
今

回
の
赴
任
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

高
山
村
の
印
象
を
お
聞
き
す
る

徒
と
生
徒
。生
徒
と
教
師
。教
師
と

保
護
者
が
つ
な
が
っ
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
。

　

二
つ
目
は
、
人
権
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。お
互
い
を
尊
重
し

大
事
に
で
き
る
関
係
、
時
に
は
失
敗

し
て
も
許
し
あ
え
る
よ
う
な
関
係
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。校

長
室
前
の
廊
下
に
相
田
み
つ
を
さ
ん

の
詩
を
飾
り
、
生
徒
た
ち
の
自
己
肯

定
感
が
あ
が
る
よ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
て
い
ま
す
」
と
、一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
し
た
生
徒
た
ち
へ
の
熱
い

思
い
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
校
長
先
生
の
趣
味
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
と
「
ゴ
ル
フ
と
ス

キ
ー
で
す
。時
間
が
で
き
た
ら
、ま
た

始
め
た
い
で
す
ね
。ス
キ
ー
は
須
坂

小
学
校
の
ス
キ
ー
教
室
で
ヤ
マ
ボ
ク

へ
来
ま
し
た
。ま
た
、
行
き
た
い
で
す

ね
。休
日
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
し
て

い
ま
す
。プ
ロ
野
球
を
よ
く
観
ま
す
。

好
き
な
チ
ー
ム
は
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

五
輪
塔
群
（
駒
場
）

高
山
村
の
石
造
物
27

　

駒
場
の
善
哉
勇
治
さ
ん
宅
裏
の

リ
ン
ゴ
畑
に
は
、「
観
世
音
跡
」
と

標
し
た
石
碑
と
と
も
に
、
７
基
の
五

輪
塔
が
並
ん
で
い
ま
す
。
五
輪
塔
は

下
か
ら
地
輪
、
水
輪
、
火
輪
、
風
輪
、

空
輪
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、

一
説
で
は
こ
の
形
は
イ
ン
ド
が
発
祥

と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
７
基
の
五

輪
塔
は
本
来
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
隅
が
欠

け
て
い
た
り
摩
耗
が
進
ん
で
い
た
り

し
て
い
る
１
基
は
火
輪
の
様
子
か
ら

み
て
最
も
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
そ

う
で
す
。
残
り
の
基
も
含
め
そ
れ
ぞ

れ
室
町
時
代
、
戦
国
時
代
、
江
戸

時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
特
徴
が
あ

り
、
長
い
年
月
を
超
え
て
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（36）

旬
の

人
高山中学校長
新津　朋典

と
「
夜
景
が
と
て
も
綺
麗
で
す
ね
。

そ
し
て
校
舎
の
窓
か
ら
見
え
る
ア
ル

プ
ス
が
す
ば
ら
し
い
。高
山
村
と
い

え
ば
、
や
は
り
桜
が
印
象
的
で
す
。

日
滝
小
学
校
の
時
、
遠
足
で
高
山
村

の
水
中
の
桜
を
見
に
来
ま
し
た
。ま

た
、東
中
学
校
の
時
は
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の
顧
問
を
し
て
い
ま
し

た
。練
習
試
合
で
高
山
中
学
校
と
対

戦
す
る
の
で
す
が
、
と
て
も
強
く
て

敵
わ
な
い
印
象
が
あ
り
ま
す
」
と
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
山
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
印

象
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
「
人
の

話
を
よ
く
聞
く
子
が
多
い
と
思
い
ま

す
。避
難
訓
練
で
の
校
長
講
話
で
は
、

顔
を
あ
げ
て
目
を
見
て
話
を
聞
け
る

子
が
と
て
も
多
い
。普
段
の
生
活
で

は
廊
下
で
す
れ
違
う
時
、
自
然
で
さ

わ
や
か
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま

す
。そ
し
て
、
横
断
歩
道
で
は
渡
り

終
わ
っ
た
後
に
体
を
こ
ち
ら
に
向
け

て
き
ち
ん
と
お
礼
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。高
山
中
学
校
の
生
徒
は
素
直
で

素
晴
ら
し
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
子

が
多
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
が
目
指
す
高
山
中
学

校
を
「
一
つ
目
は
、
温
か
な
人
間
関

係
の
あ
ふ
れ
る
学
校
に
し
た
い
。生

草
と
り
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
…
…
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人
間
の
数
千
倍
か
ら
１
億
倍
と
も

言
わ
れ
る
嗅
覚
を
使
い
、
犯
人
の
追

跡
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
あ
た
る

警
察
犬
。
捜
索
活
動
に
警
察
犬
が
活

躍
し
て
い
る
姿
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

も
報
道
さ
れ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
警
察
犬
に
は
、
都
道
府
県
が
飼

育
管
理
し
て
い
る
直
轄
警
察
犬
と
、

一
般
の
方
が
飼
育
管
理
し
て
い
る
嘱

託
警
察
犬
が
い
ま
す
。
山
崎
周
二
さ

ん
（
千
本
松
）
は
、
ジ
ャ
ー
マ
ン
シ
ェ

パ
ー
ド
の
〝
ヴ
ォ
ル
フ
ィ
ン
ク
・
オ
ブ
・

エ
ス
・
ウ
ィ
ス
タ
リ
ア
〟
愛
称
「
リ
ュ

ウ
」（
牡
・
２
歳
）
と
と
も
に
長
野

県
警
か
ら
警
察
犬
と
指
導
手
と
し
て

の
嘱
託
を
受
け
、24
時
間
３
６
５
日
、

出
動
要
請
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

山
崎
さ
ん
が
指
導
手
と
し
て
活
動

を
始
め
た
の
は
35
年
前
、
知
り
合
い

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
県
内
で
は

松
代
の
警
察
学
校
敷
地
内
に
直
轄
警

察
犬
訓
練
所
が
あ
り
ま
す
が
、
山

崎
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
5
頭
の
警
察

犬
を
自
宅
で
訓
練
し
、
延
べ
２
０
０

回
を
超
え
る
出
動
要
請
に
応
え
、
事

件
解
決
や
行
方
不
明
者
の
発
見
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
活
動
を
共

に
し
て
い
る
「
リ
ュ
ウ
」
は
、
一
昨

年
10
月
に
生
後
３
カ
月
で
山
崎
さ
ん

の
元
に
引
き
取
ら
れ
、
1
歳
3
カ
月

で
嘱
託
警
察
犬
審
査
会
に
合
格
、
す

で
に
何
度
か
出
動
要
請
を
受
け
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

行
方
不
明
者
捜
索
で
昼
間
見
つ
か

ら
な
い
場
合
、
夜
間
に
出
動
要
請
を

受
け
、
深
夜
の
２
～
３
時
ま
で
捜
索

に
あ
た
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
お
風
呂
に
入
る
と
き
以

外
い
つ
で
も
電
話
に
出
ら
れ
る
状
態

に
し
て
お
り
、
時
に
は
出
勤
途
中
で

連
絡
が
入
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。
最

近
で
は
、
中
野
市
・
長
野
市
に
「
リ
ュ

ウ
」
と
と
も
に
出
動
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
遊
び
の
中
で
行
い
、
初

め
の
う
ち
は
初
歩
的
な
訓
練
を
２
～

３
回
や
っ
て
み
て
、
犬
の
性
格
な
ど

様
子
を
み
な
が
ら
、
犬
に
適
し
た
方

法
で
訓
練
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

訓練中 !!

凛々しい「リュウ」

　

６
月
１
日
㈫
公
民
館
講
堂
に
て
、

ワ
ン
・
ツ
ー　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

簡
単
な
ボ
ク
シ
ン
グ
の
動
き
を
取

り
入
れ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
、
パ
ン

チ
、
フ
ッ
ク
、
ア
ッ
パ
ー
、

キ
ッ
ク
の
動
き
と
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
全
身
運
動
で
す
。

　

ウ
エ
ス
ト
の
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
、
肩
こ
り
の
解
消
、

脂
肪
燃
焼
、
ス
ト
レ
ス
解

消
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

軽
快
な
音
楽
に
乗
せ
た
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
の
後
は
全
身

を
ほ
ぐ
し
、
じ
っ
く
り
と

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
使
っ

た
筋
肉
を
緩
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
汗
を
か
い
て
す
っ

き
り
し
た
。
次
回
も
楽
し
み
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
７
月
６

日
・
20
日
に
開
催
し
ま
す
。

歯
を
み
が
く
五
月
の
窓
を
開
け
放
ち	

栗
原	

ヒ
サ
エ

小
手
ま
り
の
よ
う
な
手
を
ふ
る
児
と
あ
そ
ぶ	

藤
沢	

し
げ
る

花
菜
畑
鬼
よ
ぶ
子
等
の
見
え
隠
れ	

片
桐	

住
子

薫く
ん
ぷ
う風
を
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
に
つ
つ
み
込
め	

古
谷	

公
子

茶茶  

花花  

会会    

五
月
作
品

五
月
作
品

嘱
託
警
察
犬
「
リ
ュ
ウ
」
の
活
躍

警
察
犬
指
導
手 

山
崎
周
二
さ
ん（
千
本
松
）に

お
聞
き
し
ま
し
た

　

リ
ュ
ウ
は
、
普
段
、
山
崎
さ
ん
や

ご
家
族
に
じ
ゃ
れ
つ
い
て
遊
び
、
一
般

家
庭
で
飼
わ
れ
て
い
る
犬
と
変
わ
ら

な
い
生
活
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

出
動
時
に
の
み
使
用
す
る
革
の
首
輪

を
つ
け
る
と
、
警
察
犬
と
し
て
の
ス

イ
ッ
チ
が
入
っ
て
命
令
を
聞
く
態
勢

と
な
り
、
山
崎
さ
ん
か
ら
の
指
示
を

待
つ
そ
う
で
す
。
視
界
に
入
る
範
囲

に
山
崎
さ
ん
の
姿
が
見
え
て
い
れ
ば
、

距
離
が
離
れ
て
い
て
も
的
確
に
指
示

を
判
別
し
、
動
く
こ
と
が
で
き
る
そ

う
で
す
。

　

長
野
県
内
に
は
現
在
20
頭
を
超
え

る
嘱
託
警
察
犬
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、山
崎
さ
ん
と
「
リ
ュ

ウ
」
の
よ
う
な
行
方
不
明
捜
索
の
出

動
要
請
が
増
え
て
い
る
と
い
い
、
警

察
犬
の
働
き
が
よ
り
重
要
と
な
る
時

代
が
や
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
私
た
ち
の
近
く
に
、
家
族
に

愛
さ
れ
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
な
が

ら
、
出
動
に
備
え
つ
つ
日
々
訓
練
を

積
み
重
ね
、
生
活
を
見
守
っ
て
く
れ

る
訓
練
手
と
嘱
託
警
察
犬
が
い
る
こ

と
を
改
め
て
知
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

全
身
使
っ
て
　
ワ
ン
・
ツ
ー
!!
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山
田
牧
場
に
も
色
と
り
ど
り
の

花
が
咲
き
出
す
こ
ろ
、
森
の
中
に

ズ
ダ
ヤ
ク
シ
ュ
が
ひ
っ
そ
り
咲
い

て
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、
花
も

葉
も
な
か
な
か
か
わ
い
ら
し
い
。

し
か
し
変
わ
っ
た
名
前
で
す
ね
。

漢
字
で
書
く
と
「
喘
息
薬
種
」。

ズ
ダ
は
木
曽
地
方
の
方
言
で
喘ぜ
ん
そ
く息

の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、

喘
息
の
薬
に
な
る
種
だ
か
ら
。

ズ
ダ
ヤ
ク
シ
ュ 

～
森
の
中
に
咳
の
妙
薬
？
～

　

人
前
で
コ
ホ
ン
と
咳
を
し
よ
う

も
の
な
ら
、
周
り
の
視
線
が
痛
い

今
日
こ
の
頃
。
長
野
の
方
言
が
由

来
で
咳
の
薬
に
な
る
草
が
、
村
の

中
に
も
生
え
て
い
る
の
は
、
な
ん

か
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

ズ
ダ
ヤ
ク
シ
ュ
は
、
古
く
か
ら

民
間
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
薬
効
が
ほ
ん

と
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
か
な
り
「
？
」。
ま
た
、
薬

と
毒
は
紙
一
重
で
す
。
安
易
に
手

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

　

そ
れ
で
も
、
高
山
村
の
森
の
中

に
も
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

薬
草
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
工
的
に
は
作
り
出
せ
な
い
よ
う

な
有
効
な
成
分
を
持
っ
た
植
物
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
知
ら
な

い
間
に
１
種
の
植
物
が
絶
滅
し
て

し
ま
え
ば
、
そ
の
可
能
性
も
一
つ

無
く
な
る
と
い
う
こ
と
。
一
つ
く

ら
い
と
思
っ
て
い
る
と
、
い
つ
の

間
に
か
人
も
生
き
て
い
け
な
い
環

境
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

自
然
界
の
未
知
な
る
も
の
、
ま

だ
ま
だ
、
底
知
れ
ず
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

爽
や
か
な
天
気
が
続
い

た
と
思
う
と
、
時
に
は
大

雨
強
風
に
な
っ
た
り
日
中

暑
く
な
っ
た
り
の
こ
の
頃
で

す
。梅
雨
入
り
し
た
ら
、
雨

の
日
が
続
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
雨
雲
は
、
ど
れ
だ
け

雨
を
降
ら
せ
、
停
滞
す
る
つ

も
り
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

早
く
日
本
の
社
会
に
、夏

空
の
よ
う
な
晴
れ
や
か
な

日
が
く
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。　
（
荒
川　

記
）

ズダヤクシュ

肉キャベ肉キャベ

　たくさんの調味料を使って作るタレはいつもの肉野菜炒めが
グレードアップします。また、野菜を電子レンジで軽く蒸してお
くことで、炒めたときに出る水分が少なく、水っぽくなりません。
　野菜をたっぷり、ごはんをもりもり食べられるメニューとして
子どもたちに人気です。

（高山村学校給食センター　栄養教諭　北山智恵）

《材料》（４人分） ① にんじんは薄めの短冊、キャ
ベツはにんじんに合わせた幅
に切る。

② にんじん、もやし、キャベツは耐熱
皿に入れてふんわりとラップをし、
しんなりするまで電子レンジで加熱
する。

③ フライパンに油を入れて熱し、豚肉
とおろし生姜を入れてよく炒める。

④ ⓐの調味料を全て混ぜ合わせて③に
入れ、さらに炒める。

⑤ ②の野菜を④に入れて混ぜ合わせ、最後にタレがよくからむ
ように水溶き片栗粉を入れてサッと混ぜたらできあがり。

サラダ油（炒め用）���� 小さじ1
おろし生姜����������� 2g
豚小間肉���������� 120g
みそ����������������� 6g
酒������������������� 3g
醤油����������������13g
みりん��������������� 3g
トマトピューレ������10g
りんごのすりおろし���� 8.5g

砂糖����������������� 9g
ウスターソース������� 5g
コチジャン����������� 2g
豆板醤��������������� 2g
にんじん������������20g
もやし��������������60g
キャベツ���������� 160g
片栗粉��������������� 1g

きみは「3.11」をしっていますか？
細野不二彦・平塚信一郎・井出明　共著

（小学館）

東日本大震災から 10
年、そのとき人々はど
う動いたか、そして今
をどう生きているか。
当時を知らない子ど
もたちにもわかりや
すく、マンガもまじえ
て解説。命の大切さを
ひしひしと感じる本。

千曲川はんらん  希望のりんごたち
いぶき彰吾（文研出版）

小学６年生の時に水
害の劇を上演した子
どもたちは、高校生に
なって全員が千曲川
氾濫の被災者となっ
た。私たちの街はど
うなってしまうのだ
ろう。支えあう地域
の人々の様子を綴っ
たノンフィクション。

本本と
と だも ち

テーマ「あの災害を忘れない」（新着本）

ⓐ
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日 曜日 行事予定（会場 •時間等） 担　　　当 お問合せ先

1 木 結核検診（村内巡回）　☞ 14 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

2 金 結核検診（村内巡回）　☞ 14 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水 ３か月・７か月・10か月児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

8 木 明るい選挙推進大会（18 時 30 分～　公民館講堂） 総務課総務係 ☎ 214-9243

9 金 1 歳６か月・２歳・３歳児健診（保健福祉総合センター）　☞ 25 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

15 木 保育園開放日（10 時～ 12 時　たかやま保育園）　☞ 25 頁
体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室）

子育て支援センター
教育委員会生涯学習係

☎ 242-2660
☎ 214-9762

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
行政相談（13 時 30 分～ 17 時　公民館会議室）

村民生活課保健予防係
総務課総務係

☎ 242-1202
☎ 214-9243

22 木 （祝日　海の日）

23 金 （祝日　スポーツの日）

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
子育てセミナー（10 時 45 分～ 12 時　子育て支援センター）　☞ 25 頁

村民生活課保健予防係
子育て支援センター

☎ 242-1202
☎ 242-2660

29 木 教育委員会定例会（10 時〜　公民館視聴覚室） 教育委員会子育て学校教育係 ☎ 214-9761

30 金

31 土

8/1 日

8/2 月 7 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 25 頁 総務課税務係 ☎ 214-9244

７ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー７ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●７月の予定
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広報たかやまを
スマートフォン等へ配信！

村政に関する情報を
配信中！

高山村公式
ホームページ

高山村公式
フェイスブック
いいね！、フォロー
お願いします！

●７月の予定

健康相談　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　　　　　考

7 月 7 日 ㈬
7 月 14 日 ㈬
7 月 21 日 ㈬
7 月 28 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午前 9:00
～正午

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・
育児相談など健康管理全般について知りたい方はお出
かけください。

＊電話での相談も随時受け付けています。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎

242-1203）にご相談ください。

７月の納税等の納期限・口座振替日　◆総務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

7 月分 8 月 2 日 ㈪

国民健康保険税 ２期分 学校給食費 ７月分
後期高齢者医療保険料 ２期分 下水道使用料 ２期分
介護保険料 ２期分 農業集落排水施設使用料 ２期分
保育料・児童クラブ利用料 ７月分

須高広域シルバー人材センター入会説明会　◆須高広域シルバー人材センター　☎ 246-2003
期　日 時　間 場　　　　　　所

7 月 21 日 ㈬ 午後 1:30 ～ 3:00 保健福祉総合センター内 須高広域シルバー人材センター高山事務所

子育て支援センター　◆子育て支援センター　☎ 242-2660
イベント名 期　日 時　　間 会　　場 内　　　容

保育園開放日 7 月 15 日 ㈭ 午前 10:00 〜 12:00 たかやま保育園 保育園であそぼう

子育てセミナー 7 月 28 日 ㈬ 午前 10:45 ～ 12:00 子育て支援センター 脳を鍛える食育講座

※セミナーへの参加は事前に申し込みが必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。

対　　象　　児 期　日 会　場 受付時間 持　ち　物

10 か月児 令和 2 年 8 月生まれ

7 月 7 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午後 1:00
　～ 1:20

母子手帳
乳児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

7 か月児 令和 2 年 11 月生まれ
母子手帳
バスタオル
おたずね票

3 か月児 令和 3 年 3 月生まれ
母子手帳
保護者の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

1 歳 6 か月児 令和元年　　  令和 2 年
11 月 21 日 ～ 1 月 9 日生まれ

7 月 9 日 ㈮
母子手帳
幼児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

2 歳児 令和元年
5 月 21 日 ～ 6 月 15 日生まれ

3 歳児 平成 30 年
5 月 21 日 ～ 6 月 5 日生まれ

乳幼児健康診査　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
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村の人口
令和３年６月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）
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◆村民生活課保健予防係　◆村民生活課保健予防係　☎☎ 242-1202242-1202
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世帯数（± 0）   2,450 戸
人　口（− 9）   6,783 人
　男  　（− 7）   3,366 人
　女  　（− 2）   3,417 人

　心地よい春の空の下、自然豊か
な環境の中で、子ども達が見つけ
たたくさんの輝きを紹介します。
･ 保育園の空に一羽の大きな鳥。
すると急ぎ足で駆け寄ってきた
Aちゃん。「先生！あの鳥の名前
教えてあげる。ゾンビって言う
んだよ !!」とこっそり教えてく
れました。（きゃ～、トンビがお
化けになっちゃった。）
･「見て！タンポポ。これナズナとヒメオドリコソウ」お花
を摘んでは「ママのお土産にする」と持ち帰っている B
ちゃん。「お花屋さんやってみない？」保育者の一言で、
模造紙にたくさんの花が集まって、すてきな花屋さんと
なりました。次の日、しおれてしまった花たちが…そし
て枯れないようにと今は「押し花作り」にチャレンジし
ています。
･ 石に色を塗れることを知らせると「これ卵に見える！」
と二つに割れた石を拾ってきたC君。早速絵の具で色付
け開始。想像力を働かせ、色々な素材もくっ付けて盛り
上がってます！「石の宝石も作りたい！」さて、どんな
宝石ができるかな？楽しみです。
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紫

（
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発見がいっぱいの春！

一人ひとりの実践で長野県の医療を守りましょう

新型コロナウイルス感染症
基本的な感染防止対策を改めて徹底してください

赤ちゃんの赤ちゃんの
こころとからだを育む離乳食こころとからだを育む離乳食

　はじめての食べ物・舌ざわり・味の体験は、赤
ちゃんにとって大冒険です。大人が笑顔で接する
と赤ちゃんは安心し、食べることは楽しいと感じ
られるようになっていきます。
　村では、離乳食の不安を少しでも軽減できれば
と、離乳食教室を開催し、おかゆや白身魚のミル
ク煮などの作り方を実演しています。
　離乳食を通して赤ちゃんの成長を実感し、赤
ちゃんといっしょに楽しい離乳期を共有するヒン
ト に な れ ば 幸 い で
す。３～９か月児の
保護者を対象に、年
３回開催しています
ので、ぜひお出かけ
ください。


